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平成26年（平成26年度決算）

一般会計　歳　　　　入　441億7161万1562円
　　　　　歳　　　　出　417億2822万　323円
　　　　　歳入歳出差引　  24億4339万1239円（うち翌年度繰越額11億2893万1000円）

決算審査特別委員会報告

　

平
成
26
年
決
算
審
査
特
別
委
員

会
は
、
12
名
の
委
員
に
よ
り
構
成

さ
れ
、
去
る
10
月
20
、
21
、
22
及

び
24
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
、
一
般
会
計
の
決
算
で
は
歳

入
441
億
７
１
６
１
万
１
５
６
２
円
、

歳
出
417
億
２
８
２
２
万
323
円
、
歳

入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
に
繰

り
出
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
実

質
収
支
額
13
億
446
万
の
黒
字
決
算

と
な
っ
た
内
容
や
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
を
初
め
と
す
る
各
特

別
会
計
を
含
め
た
歳
入
合
計
616
億

６
５
２
０
万
５
０
０
０
円
、
歳
出

合
計
584
億
９
７
２
８
万
８
０
０
０

円
の
決
算
内
容
に
つ
い
て
慎
重
な

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
24
日
に
は
、
総
括
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
概
要
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
　

市
営
住
宅
使
用
料
の
収
入
未

済
状
況
に
つ
い
て

　
　

滞
納
対
策
と
し
て
、
当
月
分

の
納
付
が
お
く
れ
て
い
る
入
居
者

に
対
し
毎
月
督
促
状
を
送
付
し
て

い
る
。
ま
た
、
年
３
回
の
催
告
書

の
送
付
や
電
話
に
よ
る
催
告
、
臨

戸
徴
収
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
滞
納

者
に
加
え
、
そ
の
連
帯
保
証
人
に

対
し
て
も
催
告
書
の
送
付
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
効
果
と
し
て
、
保

証
人
が
入
居
者
と
一
緒
に
窓
口
に

訪
れ
完
納
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
見

受
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
全

く
反
応
の
な
か
っ
た
滞
納
者
と
接

触
が
と
れ
、
納
付
ま
た
は
納
付
誓

約
書
を
提
出
し
て
も
ら
う
な
ど
の

効
果
も
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

今
後
も
、
連
帯
保
証
人
と
も
連

絡
を
と
り
、
滞
納
額
負
担
が
少
な

い
う
ち
に
納
付
に
結
び
つ
け
て
い

く
と
と
も
に
、
臨
戸
訪
問
に
よ
り

滞
納
者
と
面
談
の
機
会
を
ふ
や
す

な
ど
取
り
組
み
を
強
化
し
、
家
賃

を
納
付
し
て
い
る
入
居
者
と
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
も
、
よ
り
一
層
、

滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。

　
　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
等

の
収
入
未
済
、
不
納
欠
損
等
状
況

に
つ
い
て

　
　

収
納
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
に
収
納
率
向
上
３
カ

年
計
画
を
策
定
し
て
取
り
組
ん
だ

結
果
、
２
年
目
と
な
る
25
年
度
に

は
、
現
年
度
収
納
率
98
・
６
％
と

な
り
、
収
納
率
の
向
上
に
つ
な
が

っ
た
。

　
　

国
保
特
会
の
決
算
に
つ
い
て

　
　

平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
の
現
年
課
税
分
で
、
収
入
額

が
約
13
億
３
２
０
０
万
円
、
25
年

度
で
は
約
14
億
３
９
０
０
万
円

で
、
１
億
700
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
る
。
24
年
度
の
現
年
分
調
定
額

が
約
15
億
100
万
円
に
対
し
て
、
25

年
度
が
約
15
億
８
８
０
０
万
円
と

な
り
、
８
７
０
０
万
円
ほ
ど
増
加

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
景
気
の
回

復
基
調
に
よ
り
所
得
が
伸
び
た
こ

と
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
年
度
の
収
納
率
が
、
24

年
度
88
・
73
％
か
ら
、
25
年
度
に

は
90
・
60
％
と
、
１
・
87
ポ
イ
ン

ト
伸
び
た
。
こ
れ
は
、
24
年
度
か

ら
収
納
率
向
上
３
カ
年
計
画
を
策

定
し
、
こ
れ
に
鋭
意
取
り
組
ん
だ

結
果
と
考
え
て
い
る
。

　
　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
　

平
成
25
年
度
の
農
林
水
産
業

費
と
農
業
振
興
費
の
一
般
会
計
に

お
け
る
支
出
割
合
に
つ
い
て
は
、

農
林
水
産
業
費
は
４
・
４
％
、
額

に
し
て
18
億
２
８
５
１
万
１
０
０

０
円
、
農
業
振
興
費
は
０
・
８
％
、

３
億
１
６
８
８
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　

現
在
の
、
農
業
振
興
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
担
い
手

の
農
地
集
積
、
６
次
化
産
品
等
の

開
発
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

な
ど
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。　

　
　

財
政
運
営
に
つ
い
て

　
　

行
政
の
継
続
性
と
い
う
観
点

か
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
年
度
間
の

財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め

の
備
え
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

今
後
も
繰
越
金
の
活
用
な
ど
で
、

当
該
年
度
の
施
策
の
推
進
に
影
響

が
な
い
範
囲
で
、
基
金
の
積
み
立

て
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

 　

反
対
、
賛
成
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
の
討
論
が
あ
り
、
起
立
に
よ

る
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委員会審査風景


